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スマートフードチェーンプラットフォームとは何か？

ukabisとは
近年、高まる消費者の食品の鮮度や品質に対するニーズへの対応、本来食べられ

るのに廃棄される食品「フードロス」の削減を実現するために、フードチェーン（食の生
産、加工・流通、販売・消費、資源循環、育種/品種改良）の変革が求められています。

また、日本の農業は、後継者不足、貿易自由化の中での国際競争力の強化などの
課題に直面しています。

こうした課題に対応するため、第2期戦略的イノベーション創造プログラムでは、ＩＣＴ

を活用し、国内外の多様化するニーズなどの情報を従来の産業の枠を越えて連携す
ることで、生産者の持つ可能性と潜在力を引き出し、ビジネス力の強化やサービスの
質の向上を図るとともに、需給マッチングや精密農業を通じてフードロスの削減にも
資する、「スマートフードシステム」の実現をめざす研究開発に2018年度から取り組ん
でいます。

スマートフードチェーンプラットフォーム「ukabis」は、このスマートフードシステムを支
える生産、加工・流通、販売・消費、資源循環、育種/品種改良におけるデータ共有を
可能とする情報連携基盤です。
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ukabis構築の背景

生産履歴
圃場の情報

卸の履歴
加工の履歴

小売の履歴
外食の履歴

分断
育種やコ
ホート研究
の成果

分断

ukabis
生産 流通・加工 販売・消費育種

ukabisはなぜ必要か？
農産物や水産物といった生鮮流通は、卸売市場流通を中心に発展してきたが、現在、

輸出も含めた流通の多様化が進んでいます。しかしながら、その商流・物流をつなぐ情
報ネットワークは属人的であったり、手書きが中心であったりと効率化されているとは言
い難い状況です。
今後、社会から要求される「食の安全性確保への対応」、「持続的な社会づくりへの対

応」に加え、持続的な農林水産業の発展に向けた「生産者等の担い手の所得向上」、
「農林水産物の付加価値向上」、「輸出振興」を目指していく中では、食のサプライチェー
ンの情報連携、デジタル化は必須であると言えます。
、スマートフードチェーンプラットフォーム「ukabis」は、生産、加工・流通、販売・消費、資

源循環、育種/品種改良におけるデータ共有を可能とする情報連携基盤です。
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食におけるビジネスインフラであるukabisにより形成されるフードバリューネットワークに 参画事
業者は加入することで、様々な社会課題の解決に向けたソリューション提供の事業機会を獲得

小売

生産

流通

消費

加工
流通 小売生産 加工開発 消費

デジタル化・インフラ構築の遅れによる情報の分断

一方向での繋がりによって川上と川下の情報伝達が困難

現在の食システム ukabisの狙う食システム

ukabis
に
よ
る

食
シ
ス
テ
ム
の
構
造
改
革

サービスレベル

A社 B社 C社

バリューチェーン方向

プレイヤー方向

ビジネスインフラ構築

D社 E社 F社

ukabis
（情報連携基盤）

プレイヤーの繋がり促
進

新規参入者の増加

D社

開発

フードバリューネットワークにより創出される価値

フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン

フ
ー
ド
バ
リ
ュ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

食の価値向上 食の安全・安心

食の持続可能性の向上を通じた社会課題の解決

食の維持

柔
軟
な

プ
レ
イ
ヤ
ー

連
携

縦
横
無
尽
・

自
由
な
情
報

連
携

フードロス・食料安全保障リスク・労働力の枯渇等
食の社会課題

解決手段 解決手段提供価値

フードチェーンから、ネットワークへ
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各種サービス提供の仕組み

各種サービス提供の仕組み
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各種サービス提供の仕組み



業務・加工用農産物の流通円滑化に向けて
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具体的な活用方法

①加工用農産物のトレーサビリティ

②加工用農産物の物流共同化

③加工用農産物のニーズマッチング
⇒有機・GAP調達などへの対応

④加工用農産物の品質予測・鮮度評価

⑤加工用農産物の調達における環境負荷測定



事例）産地発の共同物流実証実験

▍ 農産物において、共同物流を検討する場合、輸出に加え、国内輸送も想定した場合、
大きく４つに分類される

▍ 産地発の共同物流実証では、①出荷拠点への共同輸送・②幹線輸送時の共同輸送に
よる効果、社会実装上の問題・課題を検証を行った。
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生産者 出荷団体 輸出業者 保税蔵置所 港湾・空港
幹線輸送 輸送

出荷拠点への共同輸送 幹線輸送時の共同輸送 帰り便の共同輸送
1. ストックポイント等への
出荷物の集約(持込)

2. 生産者出荷物の集荷

• 同一又は近隣経路上
の輸送先へのトラックの
共同利用

• 輸出拠点、卸売市場、
物流拠点周辺の帰り
荷集荷

産地 輸出拠点 輸出先

卸売市場・物流拠点
卸売市場 仲卸

消費地
小売店等

個店配送時の共同輸送
• 個店への荷物を集約し、
輸送先へのトラックの共
同利用

1 2 3 4



現在取り組む研究開発︓物流をキーとしたukabisの発展



現在、フードチェーンに関わる生産者・卸売市場・小売店等
では、日々余剰食材が発生している。一方で、貧困により十
分な食事を取れない子供たちの存在もあり、彼らの救済や地
域交流を目的とした「子ども食堂」の活動が日本全国で拡大
している。

本取組みでは、「認定NPO法人全国こども食堂支援セン
ター・むすびえ」様と協力し、このような各所で発生する余
剰食材を食品ロスにすることなくこども食堂に届ける仕組み
を食のデータ連携基盤であるukabisを活用して構築し、全国
のこども食堂の活動を支援する。

今年度は枚方市と大阪市を舞台に、余剰食材と災害備蓄食材
の情報をukabisからマッチングシステムに提供してマッチン
グを行い、実際に子ども食堂まで届ける実証を行った。

ukabisを活用した子ども食堂への食材提供の仕組みを構築

余剰情報 余剰情報 余剰情報

• 運営者情報
• 購入情報

• 確保情報
• 提供者情報

生産者 卸売市場等 小売店等

子ども食堂／フードバンク／福祉施設

• 商品情報
• 個品識別番号
• 生産者情報

• 入荷履歴
• 出荷履歴

• 入荷履歴
• 売上データ

余剰品
マッチング

ニーズのマッチング︓子ども食堂での実証事例
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〇目標と取組内容
• カット野菜の初発菌数と貯蔵温度をインプットにして、菌の増殖（アウトプット）を予測するために、新ロジ

スティックモデルを使用したフィッティング曲線を4次のルンゲ・クッタ法を用いて作成し、菌数の予測描画プ
ログラムを構築する。

• より安全なカット野菜の提供のために、数種カット野菜を対象に、損傷菌が発生しない十分な有効塩素濃度の
殺菌技術と微生物制御効果の高いactive MAPを利用した流通技術の組合わせを実証試験で証明する。

〇社会実装に向けて期待される成果
• カット野菜の予測微生物描画プログラムをukabis上に実装し、カット野菜企業が実測の、あるいは、推定され

る初発菌数と貯蔵・流通温度をデータ入力することで、微生物増加数を高い精度で予測し、品質保持期間（消
費期限）の見積もりを可能とする。

• 上記の微生物増殖予測を有効に活用するためにも、薬剤損傷菌の発生を抑制する殺菌条件と、菌の増殖抑制な
らびに損傷菌の生残抑制のための流通条件を提示することで、カット野菜産業における安全性を確立する。

ukabis

予測微生物描画プログラ
ム

カット野菜の微生物予測曲
線

アウトプット
 増加菌数
 消費期限

初発菌数低下のため
の殺菌技術の提示

微生物増殖抑制のた
めのMAP技術の提示

事例︓青果物を原料とする加工食品の安全性確保のための衛生指標開発

インプット
 初発菌数
 貯蔵温度
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農産物流通におけるカーボンニュートラル検討

商品属性
生産履歴

卸売市場等 消費者

ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ情報

取り扱いデータ
移動ログデータ

取り扱いデータ
移動ログデータ

データで、自動的にサプライチェーン全体のCO2排出量等の環境負荷を測定
⇒削減施策へ

CFP 295g
ｶｰﾎﾞﾝﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄ

小売店舗等

現在開発中の仕組み
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 納品伝票、トレーサビリティデータから輸送における温室効果ガスの排出量を
改正トンキロ法等によって自動算出するシステムを開発中

 生産時の環境負荷ではなく、サプライチェーン全体での環境負荷を検討するこ
とが可能

 輸送距離を短くすることが、輸送における環境負荷低減には有効（海外よりも
国内、国内での輸送距離短縮・物流最適化の重要性）



• 災害時など、断線部分を迂回した流通
が可能に

• 物量の分散による集中回避効果
• リードタイム確保が容易
• 物流距離の短縮効果
• ブロックチェーン的安定調達
• 地方活性化の切り口に

ネットワーク型の農産物流通を目指して
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大都市一極集中モデル

• 断線時のバイパスなし
• 物量集中による弊害（待ち時間の発生）
• フードマイレージの上昇（非効率発生）
• 人口密度上昇⇒流通集中による現状
• ハブを経由しないと他のスポークに行けない
• 安定調達を阻害

ヒト・モノ・カネ・情
報が大都市部に
集中

地方ネットワーク型モデル

ヒト・モノ・カネ・情報
が地方ごとに分散
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